
 

 

1 はじめに 

1.1 研究の背景と目的 

近年、東京都心部では、都市再生特別地区の指定に

よる開発や公共交通志向型開発等が多く見られる。本

研究で取り扱うサンクンガーデン（以下SG）は、そ

うした民間開発の際、地下鉄コンコースに合わせたネ

ットワークやバリアフリー性を確保する機能として整

備される例が増加している。民間事業者による大規模

開発に際して整備されたSGは、民間施設へ直接接続

しているものも多く、都市への公共貢献としての性能

が事例により異なる。従って、本研究の目的を、①SG

を空間的に評価する指標を提案し、その指標を用いて

SGの特徴を明らかにすること、②その特徴が発生し

うる外的要因を明らかにすること、の2つとする。 

1.2 既往研究の整理と本研究の位置づけ 

都市におけるSGの滞留実態に関して、鈴木ら 1)に

より研究されているが、物理的な空間の評価はなされ

ていない。また、SGに接続する地下鉄出入口に関し

て、北川ら 1)により地下鉄駅との接続性の観点から評

価されているが、SG自体についての評価はなされて

いない。従って本研究では、SGの物理的な空間構成

をもとに実態を把握するという点において新規性があ

る。 

1.3 本研究におけるSG 

本研究では、以下6つの条件を満たす空間をSGと

定義する(図1)。なおSGの面積は、1階平面図におけ

るSGを取り囲む部分を面積とする。 

①SGの床と屋外の間の空間が隔てられていない。 

②地下1階以上の深さがある。 

③建築物を含む地下階を通して地下鉄駅コンコースか

らのアクセスが可能である。 

④昇降装置のSGの床に接する位置が、面積部分から

10m以内に空間が隔てられていない状態で設置されて

いる。 

⑤SGの面積が30m²以上である。 

⑥SGの面積当たりの昇降装置が占める面積が80%以下

である。 

1.4 対象のSGの選定 

本研究では、都心部に建設された東京メトロ計9路

線と都営地下鉄計4路線を合わせた計13路線の、地

下鉄駅に通じるコンコースに接続する建築物が有する

SGを研究対象として取り扱う。加えて、それぞれの
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図2 対象範囲と対象SG 

図1 SGの定義 



 

 

SGを比較・分析する際の誤差を考慮し、対象エリア

を、北側・南側・西側は山手線内、東側は隅田川と日

比谷線・半蔵門線のラインよりも西側に限定する。更

に、平面図とデータの記載のある、新建築社の新建築

及び近代建築社の近代建築に記載されているものを対

象とする(2019年10月1日時点)。その結果、対象敷

地内で、全25事例を抽出した(図2)。 

 

2 SGの空間分析 

2.1 分析の視点 

SGを分析する際の指標として、SGのシークエンス

体験をもとに、①接続性、②滞留性、③開放性を設

定する(図3)。加えて、各指標に下記のそれぞれ2つ

の評価項目を設定する。 

①接続性は、利用者の地上への移動を心理的かつ

身体的に向上させる性質である。接続性の評価項目と

して、1. SGの床から地上までのターン回数(回)、2. 

移動経路におけるSGへのアクセス後、昇降装置の最

下段までの距離 (m)の2項目を設定する。 

表2 レーダーチャートによる分析 

図4 画像における空割合 

表1 6つの評価項目 

図3 SGでのシークエンス体験と分析指標 



 

 

②滞留性は、SG内の利用者がSGに滞留できる性質

である。滞留性の評価項目として、1. SGの面積あた

りのSG内のイスなどによって座れる人の数(人/m2)、

2. SGの面積あたりのSGに面する商業数(個/m2)の2

項目を設定する。 

③開放性は、SGから体感的かつ視覚的に地上部分

を感じ取るための性質である。開放性の評価項目とし

て、1. SGの高さあたりの面積(m)、2. 360°カメラ 

によってSG中央付近から撮影された画像における空

の割合(%)(図4)の2項目を設定する。 

以上の6つの評価項目(表1)について、レーダーチ

ャートによる分析を行った(3)(表2)。 

2.2 分析の結果と評価 

 レーダーチャートによる分析の結果、特に特徴のあ

る2つのタイプを抽出した(表3)。ひとつは、「ター

ン回数の数値が2以上」かつ「昇降装置距離の数値が

3以上」かつ「上位3つの指標のうち2つが接続性の

項目であるもの」である。これらは、滞留性と開放性

の性能を重視せず、接続性を優先させた空間構成にな

っていると言える。これらを「交通処理特化型」の

SGとする。もう一方は、「座れる人数/ 面積の値が5

以上」かつ「店舗数/面積の値が1以上」かつ「空割

合の値が3以上」のものである。滞留性、開放性の性

能を有しており、接続性の性能は比較的低い。これら

を「滞留重視型」のSGとする。 

 

3 各類型とSGの外的要因との関係 

3.1 分析の視点 

SGの物理的な空間構成は、外的な環境の影響を受け

ると考えられるため、SGを有する建築物の規模、敷

地の形状、断面形状、地下の歩行者ネットワーク、周

辺建築物、敷地周辺の都市計画に着目し、2つの類型

について分析を行う(表4)。 

3.2 建築物の規模 

SGは敷地面積に相当する部分に整備されるため、

敷地面積がSGの各指標に影響を及ぼすと考えられ

る。しかし、相関係数を算出し相関性がないことが確

認できた(5)。 

3.3 平面形状 

建築物の敷地形状は整形のものと不整形のものに大

別できる。そのうち、敷地形状が不整形の建築物に滞

留性の高いSGが多くみられた(表5)。 

例として、御茶ノ水ソラシティの敷地形状を見てみ

ると、西側は整形の建築物の軸に対して前面道路が斜

めに敷かれているため、敷地の西側に不整形な空間が

生まれている。建築物を不整形部分に建てる場合の複

雑な建設工事による工事費と建設期間の拡大を防ぐた

表3 2類型の特徴と事例

 

表5 不整形と整形の敷地形状(各平面図に筆者加筆) 

表4 各事例と外的環境(4) 



 

 

めに、不整形の形状に合わせた公共貢献空間を整備し

ていると考えられる。 

このように、不整形な敷地部分にSGを整備する

際、SGの面積やSGに面する店舗面積を大きくとるこ

とができ、滞留性の評価を高めた事例が多かった。こ

のとき、建築物に重なることなく不整形な部分にSG

を配置することで開放性の高さを確保できる。また、

敷地形状が整形である際、SGの位置が建築物に重な

ることが多く、開放性が低くなっている。 

3.4 断面形状 

建築物の立地する断面形状に起伏がある敷地で、滞

留性の高いSGの事例が確認できた。図5のように敷

地内に起伏がある場合、そのなだらかな形状を利用す

ることで、3.3でのSGと同様に面積を大きく確保し

た滞留性の高いSGができたと考えられる。 

3.5 周辺の地下ネットワーク 

交通処理特化型のSGに着目すると、室町・大手

町・丸ノ内で多くみられる。乗り入れ路線数の多さが

理由に考えられる。複数の路線が整備されている地域

では乗降者数が多く、地下空間で多数の人数を地下か

ら地上へと移動させなければならない。このとき、滞

留空間はそれを妨げるものとして機能するため、滞留

性を抑え接続性を高めたSGが多いと考えられる。 

3.6 周辺建築物 

滞留重視型のSGに着目すると、空割合が高い傾向

がみられる。これは、周囲の建築物の規模による影響

を受けたと考えられる。各区の都市計画図によると、

滞留重視型のSGを有する建築物の周辺区域の指定容

積率と指定建蔽率が低いことが明らかになった。周囲

の建築による圧迫感のない開放的なSGで、滞留性を

高める設計やしつらえがなされたと考えられる。 

3.7 敷地周辺の都市計画 

滞留重視型のSGは、再開発等促進区を定める地区

計画に指定されているものが多くみられた。このと

き、SGは地下鉄駅から他の敷地への経路空間として

敷地を横断するように整備され、面積が大きく滞留性

の高いものが形成される。汐留は、敷地形状は不整形

であっても形状を利用したSGはなく、断面形状に起

伏もない。しかし、滞留性の高いSGが数事例あるの

は、この地区計画によるものだと考えられる(図5)。 

また、渋谷のSGは渋谷ヒカリエだけであるが、不

整形な敷地や断面形状を利用しておらず、整備された

SGの滞留性が低く、接続性のみが高い交通処理特化 

型のSGである。渋谷駅周辺では、まちづくりガイド

ライン(6)を基に、さまざまな階層で谷状地形の周辺地

域と接続するためのアーバン・コアと呼ばれる縦方向

の吹き抜け空間を確保することで、多層の歩行者ネッ

トワークの形成を図っているからである。まちづくり

ガイドラインに基づいて設計されたSGはガイドライ

ンの内容に左右される。 

 

4 SGの特徴と外的要因 

空間的指標を用いることで、各SGの特徴を視覚的

に表すことで、交通処理特化型と滞留重視型の2つの

類型を抽出できた。交通処理特化型は、発展した地下

の歩行者ネットワークでの人の流動を促進するために

設計されている。滞留重視型は、不整形な敷地で余剰

空間を利用した事例で多くみられた。断面に起伏のあ

る敷地に多く、再開発等促進区を定める地区計画によ

って広場の設置を指定されていることが多い。 

補注 

(1)(2)大手町フィナンシャルシティグランキューブを「グランキューブ」と,住友不動産六

本木グランドタワーを「六本木グランドタワー」と呼ぶとする。 

(3)各項目の値は、中央値と最小値の差を2.5に合わせ、5以上になる数値をすべて5にし、

0以上5以下の数字で評価する。 

(4)都市計画は、以下の2つとする。「ま」:まちづくりガイドライン、「再」:再開発等促進

区を定める地区計画(2002年以前は再開発地区計画)。 

(5)敷地面積との相関係数は、ターン回数が0.010、昇降装置距離が-0.120、座れる人数/面

積が0.261、店舗数/面積が-0.229、面積/高さが0.549、空割合が0.297である。 

(6)渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン2007 
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